
全車両、当該チェックバルブを対策品と交換する。なお、部品の供給に時間を要することから、部品が供給で

きるまでの暫定措置として、全車両、当該チェックバルブを補強し、後日対策品に交換する。また、定期点検整

備において、確実に当該部位を点検するよう注意喚起する。 
 
注：           は交換部品を示す。 
識別： 改善済車両にはエンジンルーム内ネームプレート車両右側に黄色ペイントを塗布する。 

 
 

改 善 箇 所 説 明 図 

燃料蒸発ガス排出抑止装置のチェックバルブの耐久性が不十分なため、長期間使用すると亀裂が発生することがある。

そのため、そのまま使用を続けると、最悪の場合、燃料蒸発ガスが車室内に漏れ、ライター等の火が引火して火災に至る

おそれがある。 

改善の内容 

基準不適合発生箇所 

チェックバルブ 


